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 令和 8 年度ジャパンリンクセンター運営計画 

 

令和 8 年 4 月 1 日 

ジャパンリンクセンター運営委員会 

 

1. 委員会、メンバーミーティングの実施 

(1) ジャパンリンクセンター運営委員会および拡大運営委員会 

ジャパンリンクセンター運営委員会および拡大運営委員会を 4 回開催し、JaLC の運営にか

かる議論・審議等を行う。 

 

(2)メンバーミーティング(「対話・共創の場」) 

メンバーミーティング(「対話・共創の場」)を開催することで、会員間のコミュニケーシ

ョンを促進し、また、会員からのニーズを把握する機会を引き続き設ける。 

 

2. サービスの開発、運用および管理 

(1) 機能の追加・改修 

 DOI 大量登録受け入れ制限の緩和 

大量 DOI 登録に対応するため、登録処理方式の改善を実施する。これまで 1 会員あ

たり 1 日 1 万件としていた登録件数の制限を緩和する。 

 

(2) 運用  

引き続き、システムを構成する OS・ミドルウェアのライセンス終了時期(EOL)を見定め、

計画的に更新することで、安定的でセキュアなサービスの提供に努める。システム運用、サ

ービス運用業務の一部は、過年度に引き続き外部に委託して実施する。 

 

3. DOI 登録機関業務  

(1) 正会員 

 過年度に引き続き、正会員の入会対応を行う。具体的には、説明会等による入会手続き

説明、入会審査事務、DOI prefix の払い出し、アカウントの初期設定、データ登録方法

のサポートなどである。 

 引き続き会員への DOI 登録支援として、登録マニュアルの改善や Web サイトにおける

FAQ の充実、入会手続きのフロー改善等を検討する。 

 

(2) 準会員 

 正会員を通じて、準会員に対する DOI prefix の払い出しに係る事務を行う。 

 準会員を持つ正会員と協働して、準会員の増加を図りつつ、JaLC が提供するサービス

の呼びかけを強化する。 
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4. その他、JaLC の運営に関する一切の事務 

(1) JaLC 運営に関すること 

 DOI財団の活動への DOI登録機関（RA）としての参加 

➢ 定例会合やワーキンググループを通して DOI運用の向上に向けた議論に参加する。 

➢ DOI Handbook（2025年 9月版）の日本語版の改訂を進める。 

 

(2) 「研究データ利活用協議会」との協力 

「研究データ利活用協議会」の活動は 10周年目となる。今年度も過年度に引き続きイベン

ト開催などによる活動支援を通じて、研究データおよびそのメタデータの流通にかかるコ

ミュニティ醸成を図る。また、小委員会や部会活動の支援を継続する。 

 

(3) コミュニティの醸成 

ジャパンリンクセンターを支えるコミュニティの醸成に向け、DOIを中心とした PIDを取

り巻く動向や活用、DOI登録業務における問題解決などに関する意見交換を行うためのイベ

ント等の場を提供する。 

具体的には、以下の活動を行う予定。 

 対話・共創の場の開催 

 JaLC ミニセミナーの開催 

 ジャパンオープンサイエンスサミット（JOSS）への協力や参加の推進 

 

(4) 普及・広報 

 月 1回のメールマガジン「JaLC NEWS Member（正会員向け）」および「JaLC NEWS Public

（一般向け）」の発行、WEB サイト、イベント等を通して、サービスリリース情報や規

約についての連絡、国内外の DOI に関わる情報発信など、会員に対して必要な情報提

供を行う。 

 WEBサイトの改善を進める。 

 外部発表や会議参加等により対外的な広報に努める。 

 

 

(5) 海外の情報サービス機関との連携 

 Crossref、DataCiteとの連携を進める。 

➢ DOI登録機関 (RA)として、情報共有やイベントでの協力を行う。 

➢ 日本の利用機関のリード機関として、各種ミーティングへの参加や、コンソーシ

アム活動の強化に向けた検討を進める。 

 JaLCメタデータの利用拡大に向けた海外機関との連携を促進する。 

➢ 海外アグリゲーター（OpenAlex等） 

➢ 文献管理ツールなど 
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5.ジャパンリンクセンターストラテジー2023-2027 との対応  

ストラテジー アクション 運営計画における対応 

1. 国際的な協調を図りつ

つ、日本における学術リ

ソース、学術環境、言語

等に対応した DOI の登

録、利活用環境を整備し

ます。 

1-1. 日本の学術リソースへの

DOI 登録インフラ環境を整備

します。 

2.サービスの開発、運用およ

び管理 

1-2. 会員への柔軟な DOI 登録

支援を行います。 

3.DOI 登録機関業務 

4.(3) コミュニティの醸成  

(4)普及・広報 

 

2.学術において必要な様々

なリソースへの DOI の登

録を促進させます。 

2-1.研究者が利用する様々なリ

ソースへの DOI 登録のため、

メタデータ登録情報の整備を

行います。 

2.サービスの開発、運用およ

び管理 

2-2. ユーザーに対し多様なリ

ソースへの DOI 登録の利用促

進を行います。 

4.(3) コミュニティの醸成  

(4)普及・広報 

 

3. DOI やメタデータのオ

ープンな利活用を推進し

ます。 

3-1. 他の ID サービスとの連携

を行い、学術インフラサービ

スや学術情報サービスとの連

携を強化します。 

4.(5) 海外の情報サービス機

関との連携 

 

3-2. JaLC におけるメタデータ

検索機能の充実、DOI の利用

状況の提供に取り組みます。 

2.サービスの開発、運用およ

び管理 

3-3. ユーザーの意見を収集

し、研究環境の変化に応じた

サービス開発を目指します。 

2.サービスの開発、運用およ

び管理 

4. オープンサイエンスの

推進に向けて、研究デー

タの利活用の促進に取り

組みます。 

4-1. 研究データの DOI に対し

て、国内外の組織と連携し、

研究データ利活用を促進させ

ます。 

4.(5) 海外の情報サービス機

関との連携 

4-2. 研究データ利活用協議会

(RDUF)との協力関係をより強

化します。 

4.(2)「研究データ利活用協議

会」との協力 

 

5. .DOI を活用する学術コ

ミュニティの活性化に貢

献します。 

5-1. DOI 活用促進のために、

イベント等を通じて、DOI の

理解を深めると共に、ユーザ

ー同士のコミュニケーション

を促進させます。 

4.(3)コミュニティの醸成 

6. コミュニティのニーズ

に応える、透明性の高い

持続的な組織運営を目指

します。 

6-1. DOI が長期的に運用され

ていくために、DOI 登録を担

う日本の学術インフラ機関 

としてのあり方を検討し、拡

充します。 

1.委員会、メンバーミーティ

ングの実施 

4.(1) JaLC運営に関すること 

 

 

― 以 上 ― 


